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―――――――――――――――――――――――――――――――――――
１．GI登録産品の紹介「第142号　青森の黒にんにく」
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
　「青森の黒にんにく」は、原料である「にんにく」の生産量日本一を誇る
青森県で生産されている加工食品です。
　可食部は加工熟成の際に生じるメイラード反応により黒色をしており、ドラ
イフルーツのような食感と甘酸っぱい食味を持ち、免疫や脳機能等に関与する
機能性成分を多く含んでいます。
 「にんにく」の需要が減少する中で新産業として創設された「黒にんにく」
の生産は、加工技術の向上や成分基準の制定、認証制度の導入等に官民一体と
なって取り組み、プロモーションの推進や国内外のマーケットを拡大した結果、
現在は世界25か国への輸出実績を持つ地域の重要な産業に成長しています。
 ネットショップや都内の販売店でも購入可能な「青森の黒にんにく」ですが、
青森県では「道の駅」の産地直売所に必ずといっていいほど「黒にんにく」
コーナーがあり、都内で購入するよりもお手頃な価格で手に入れることができ
ます（別途、交通費が必要ですが・・・）。

第142号：青森の黒にんにく：農林水産省（maff.go.jp）
　https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/register/0142/index.html

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
２．GI登録産品の紹介「第143号　備前黒皮かぼちゃ」
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
　「備前黒皮かぼちゃ」は、岡山県在来の日本かぼちゃで、昭和初期にこの地
で多産されていました。
　果皮は濃緑色で、縦溝が深く、他の地域の黒皮かぼちゃより、ややこぶが多
い外観となっています。
　地元の子どもたちは、ゴジラのようだと言っているそうです。
　近年の品種転換などにより、西洋かぼちゃが大層となり、平成に入り「備前
黒皮かぼちゃ」の商業栽培は途絶えましたが、生産者や岡山県農業試験場が保
存していた種子を引き継ぎ、平成27年に備前黒皮かぼちゃ振興協議会が商業栽
培を復活しました。
　西洋かぼちゃは、ホクホクした食感ですが、「備前黒皮かぼちゃ」は、
しっとりしていて煮くずれしにくく滑らかな食感を持っています。
　戦中戦後に、瀬戸内市牛窓で米・麦の代用食として、地元の黒皮かぼちゃを
使った「南瓜雑煮（なんきんぞうに）」が生まれ、岡山県の郷土料理として
今に伝わっています。
　また、地元では、岡山銘菓大手まんぢゅう×備前黒皮かぼちゃのコラボ商品
『南瓜まんぢゅう』も販売されています。



　通常、３月に種まきが始まり、４月に定植、６月下旬～８上旬に収穫を迎える
そうです。

第143号：備前黒皮かぼちゃ：農林水産省 (maff.go.jp)
　https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/register/0143/index.html

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
３．GIを含む【知財ブランド】に関する研究資料が公開（農林水産政策研究所）
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
　2024年1月に農林水産政策研究所から「食料プロジェクト【知財ブランド】
研究資料　第1号」が発行されました。
　本研究では、GIを含めた地域ブランドに関する研究を行っており、GI産地の
ブランド化の取組、世帯年収別のGI、有機等への購入動向、GIの認知度等を
調査・分析しています。
　GI制度の認知度については、2019年12月から2020年1月に実施された農林水
産政策研究所の調査では7.2％であったが、2022年1月に実施された本調査では、
14.4％と少し高くなっています。
※サンプルの抽出・調査方法等に違いがあるため、単純比較ではありません。
　他にもGIに関する記事が多数掲載されていますので、ご関心のある方は
下記リンクよりご確認ください。

食料プロジェクト【知財ブランド】研究資料 第1号：農林水産政策研究所
　https://www.maff.go.jp/primaff/kanko/project/R05syokuryo01.html

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

（編集後記）GIについて学ぼう
　このキーワードでインターネット検索すると、最初にヒットする内容は
何になると思いますか？
　答は、食後血糖値の上昇を示す指標「グライセミック・インデックス
（Glycemic Index、以下「GI」という。）」を紹介している製薬会社の
サイトで、ここでのGIは「食品に含まれる糖質の吸収度合いを示す」
ものになります。
　2003年にWHO（世界保健機関）から「過体重、肥満、2型糖尿病の
発症リスクを、低GI食品が低減させる可能性がある」というレポート
が出されたことを受け、現代人に急増しつつある肥満やメタボリック
シンドロームの予防・改善の観点から、各食品メーカーは、食物繊維が
多くエネルギー密度が少ない、GIの低い食品の商品開発を行っている
ところです。
　我々も、このキーワードに負けないよう、農林水産物等の地理的表示
（GI）の知名度を、様々な機会を通してPRしていきたいと思います。（S）

※編集後記は地理的表示（GI）担当職員の個人的な雑感を述べたものであり、
農林水産省の見解を示すものではありません。
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[地理的表示メールマガジン]
　発行：農林水産省輸出・国際局知的財産課
　住所：〒１００－８９５０　東京都千代田区霞が関１－２－１
　電話番号：０３－３５０２－８１１１（内線４２８４）
　https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/mailmag/index.html

　メールアドレスの変更、メールマガジンの配信登録、配信停止はこちら



　https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/chg.html
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